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2015（平成 27）年 11 月 グリーフワークかがわニュースレター第 139 号 

 

 

 

 

                         

◆グリーフワークかがわ認定NPO法人取得記念シンポジウム 第1報◆ 

グリーフワーク～地域における協働～ 

グリーフワークとは，喪失を体験したとき，喪失の事実を受け入れ，人それぞれの方法で悲嘆の苦痛を乗り

越え，人生に新たな意味を見いだしていく心の過程のことです。 

グリーフワークへの理解が地域で浸透し，支援の連携が拡がることを目的にシンポジウムを開催します。 

 

日時：2016年2月7日（日）13：30～16：30（13:00開場） 

場所：サンポートホール高松 61 会議室 

講師：飯島惠道さん 

テーマ：悲嘆にあたたかい共感都市づくり～社会の「自制内」に寄り添う～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

１３:３０〜１３:４０挨拶・講師紹介                      杉山洋子 

１３:４０〜１４:２５基調講演：悲嘆にあたたかい共感都市づくり 

〜社会の「自制内」に寄り添う〜 

飯島惠道 

１４:２５〜１４:３５休憩 

１４:３５〜１４:５０ シンポジスト１：私のグリーフワーク          青井恵子 

１４:５０〜１５:０５ シンポジスト２：グリーフとは～様々な形のグリーフ～   夛田敏恭 

１５:０５〜１５:２０ シンポジスト３：グリーフワークを考える  

               ～当事者事者同士の関わりの中から～ 西邑 翼 

１５:２０〜１６:３０ 討論及び質疑     

 

シンポジウムは 2015 年度香川県共同募金助成金の交付を受けて行われます。 

詳細は，12 月 20 日頃にホームページでご案内申し上げます。 

 

 2015（平成 27）年 12 月 8 日 グリーフワークかがわ広報部 

飯島 惠道（いいじま けいどう）さん プロフィール 

長野県松本市薬王山東昌寺住職（曹洞宗 尼僧寺院）。花園大学非常勤講師（講座
名：仏教と医療・福祉）。任意市民団体「ケア集団ハートビート」代表。ケア集団ハ
ートビートでは，生老病死のトータルケアの学びと実践を核とした活動をしており，
現在は死別悲嘆者へのケアが当たり前にある地域の実現をめざし活動を展開中。前
職看護師（内科・訪問看護・緩和ケア病棟に勤務）。病院・地域での看護師としての
活動を，自房での活動に活かす道筋を見極めるため，社会人大学院にて学び，「死別
悲嘆者へのケアの考察～第三人称親密圏からの寄り添い～」を執筆。「死・死別」と
いう人生の一大事に対して当事者がいかなる答えを出そうとしているのか，当事者
に寄り添い向き合いながら納得のいく回答を出すお手伝いをしたいと考えている。 
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◆報告◆ 

・2015 年度グリーフカウンセラー養成講座・基礎コース（6 回シリーズ）が 11 月 26 日に閉講し，8 名

の方が修了しました。ニュースレター来月号で詳しく報告します。12 月 3 日には事業説明会も開催し

ました。 

 

◆2015 年 11 月 8日 第 88 回 理事会開催◆ 

《審議事項》 
第１号議案  寄付依頼に関する事項公認会計士の委託に関する事項 
寄付関連の紙媒体の原案と，寄付に関する事務作業フロー図の原案を理事長が作成していくことで了承さ

れた。 
 
第 1 号議案  2015 年度上半期の収支決算見込みに関する事項 
 事務局から上半期の収支決算見込みについて報告があり，上半期の報償費について審議されるなかでボラ
ンティア役務の導入案が出され，会計担当が会計士にコンサルテーションを受けた上で検討することとなっ
た。また活動費規程について，理事長が現行の規程の見直し案を作成することで了承された。 
 
第 2 号議案  寄付依頼に関する事項 
 組織・団体からの寄付を募る方法として，技術援助などのアプローチを行いその謝礼を寄付として受け取

るという形が有効なのではないかと提案された。寄付依頼の素案について議論され，引き続き理事長が修正

案を作成することとなった。寄付までの行程についても議論され，ネットバンクの利用等の方法化について

話し合われた。 
 
第 3 号議案  事務局担当作業に関する事項 

 事務局電話対応は楠本さんが火・水・木の夜間 18:30〜20:30 までで対応することと，対外的もその旨をア

ナウンスすることで了承された。事務作業について引き継ぎ中であることが報告され承認された。 
 
第 4 号議案 入会申込書の変更に関する事項 
 「特定 NPO 法人」の表記を「認定特定 NPO 法人」へ変更すること，そのほか一部修正したものをホームペ
ージにアップすることで了承された。 
 
第 5 号議案 認定をとったことで登記などをし直す必要があるのかについて 
  理事長が県に確認することとなった。 
 
その他 
市民フェステフィバルへの参加について，今後，グリーフワークかがわの独自性が発揮できるように，イベ
ント型広報活動のあり方を見直す時期にきているのではないかという意見が交わされた。 

 

 

◆2015 年 11 月 15 日 第 38 回 認定カウンセラー会議◆ 

連絡事項 

・10 月の相談実績について，対面型，電話相談それぞれの報告があった。 

・グループミーティング主担当の方によるお話について進捗状況の報告があった。 

 

審議事項 

・認定カウンセラーの方々のニーズに合う場とするために学習会の場を用意することとなった。 

・来月 12 月から開始する予定である 

 


